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研　究　１

算数科指導法におけるブレンド型反転学習

１　研究目的

本研究は，「ブレンド型反転授業が大学生の学びに及

ぼす影響」というテーマのもと，2014 年度より始めた

研究の一端である．この授業形態に触れることは，教師

として自立し，自ら考える児童の育成を目指し指導の模

範となるものと考えられる．本研究では，授業と自宅学

習の連続化による学習時間の確保と学習課題を自ら見つ

け出して学習する自己調整能力の高い人材を育成するこ

とを目的とした．このことを踏まえ，算数科指導法の授

業では授業計画（シラバス）を再検討し，授業前学習・

授業後学習の内容と方法を反転学習に応じたものとなる

よう改善を図った．その授業計画のもとで行った授業の

概要は以下の通りであった．まず，自宅学習をする上で

必要な情報を前時の授業で発信した．教科書の写し等の

資料を配布するとともに，口頭により単元設定，4 観点

別の目標設定，指導計画・評価計画の策定，教材観・児

童観・指導観の確立，本時の学習展開案の作成等に求め

られる内容について具体的に説明した．それに基づき，

学生は授業前学習として学習指導案の作成や模擬授業の

準備を行った．学生（A，B，C）は，それぞれ異なる

学年の異なる単元の学習指導案を授業前後の学習におい

て書いた．

２　研究の方法

２－１　シラバス（目標，概要，計画）

授業の到達目標及びテーマ

【学習に取り組む意欲・態度】

�　学習指導上の諸問題について関心をもち，よりよ

い授業実践のために，主体的に考え，解決しようと
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する意欲と態度を身に付ける．

【知識・技能の習得】

�　教材研究，指導計画の立案，指導法の工夫，指導

と評価の一体化等について基礎的な知識を確実に習

得するとともに，学習指導案を作成する技能を身に

付ける．

【�知識・技能を活用して問題を解決するために必要な

思考力・判断力・表現力】

�　作成した学習指導案に基づき授業を行い，それを

分析，考察することを通して，実践的な指導力を身

に付ける．

授業の概要

�　学習指導上の諸問題（少人数指導，個に応じたき

め細かな指導，指導と評価の一体化等）を踏まえ，

数と計算，量と測定，図形，数量関係の 4 領域の指

導計画や学習指導案を作成するとともに，授業実践

に基づき，算数的活動や ICT の活用，教材研究や指

導法について分析，考察を行うことによって指導力

を身に付けることを目標とした．

�　授業は次の内容で構成した．教材研究の方法，指

導計画の立案，指導法の工夫，学習指導案の作成と

授業等について，「小学校学習指導要領解説 算数編」

に述べられている内容に基づき，その背景や事例を

含めて講義形式で解説を行う．また，形成的評価に

基づく指導の個別化を行うことを意識した学習指導

案を作成し，算数的活動と ICT の活用に留意した模

擬授業を演習形式で行う．なお，15 回分の具体的な

授業計画を Table 1 に示した．

�　一連の授業では，1 週前の授業で授業前学習のため

の基本事項の指導をし，それに基づき学生は，授業

前学習として学習指導案の作成や模擬授業の準備等

を行うこととした．授業中は，授業前学習で行って

きた学習指導案やワークシートをもとに，グループ

で話し合いを行い，その後学生から出てきた問題点

について教員（第 2 および第 3 著者）が具体的な説

明をすることにした．さらに個別あるいはグループ

で応用演習を行うことを基本の流れとした．そして，

授業後学習として，学習指導案の加筆訂正と模擬授

業のための指導細案，ワークシート，掲示物の作成

と発問や板書計画の立案等を個別に行うこととした．

このような授業の流れから，本授業は「ブレンド型

反転授業」あるいは「アナログの情報反転授業」と

よぶことができるものと考える．

２－２　授業の概要

�　算数科指導法の受講者（教員志望の大学 2 年生，

約 40 名）を対象に本授業を実施した．

�　授業計画を踏まえ，まず自宅学習をするうえで必

要な情報を前時の授業で初信した．教科書の写し等

の資料を配布するとともに，口頭により単元設定，4

観点別の目標設定，指導計画・評価計画の策定，教

材観・児童観・指導観の確立，本時の学習展開案の

作成等に求められる内容について具体的に説明した．

それに基づき，学生は授業前学習として学習指導案

の作成や模擬授業の準備を行った．

　⑴　事前

　　�　算数科 4 領域からそれぞれ 1 単元を選び，文

部科学省の「小学校学習指導要領解説　算数編」

と算数教科書，ならびにその指導書をもとに学

習指導案の作成を授業前に行わせた．前週の授

業では，学生が授業前学習で学習指導案等を作

成するために必要な資料を配布するとともに，

作成にあたって留意すべき事項を説明した．具

体的には次のような内容である．

　　①�　学習指導要領に示されている目標と内容，

「小学校学習指導要領解説　算数編」に書かれ

ている内容と算数的活動，内容の取り扱いに

ついての配慮事項等

　　②�　定められた教材の分析と理解，単元構成，

目標設定，計画の策定等

　　③　単元名，教材配列，時間設定

　　④�　本時の展開における，子どもの活動，教師

の働きかけと子どもの反応

　　⑤　形成的評価に基づく個への指導，支援

　　⑥　ワークシートに書くべき内容と作成手順

　　�　実際には，上記のような指導だけでは十分に

理解できなかったようで，後日質問のために研

究室を訪ねてくる学生，図書館で参考資料を探

す学生，インターネットで検索し，情報を得よ

うとする学生等がいた．ただし，インターネッ

トで発信されている情報は参考にしてもよいこ

とにしたが，発信源を絶対的に信頼することは

できないため情報の全てを信用することのない

よう注意を与えた．学生 A，B，C は，それぞれ

異なる学年の異なる単元の学習指導案を授業前

後の学習において記している．3 人とも，一連の

学習を通して学習指導案はかくあるべきという
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テーマ 内　　容 学習課題（授業前学習） 学習課題（授業後学習）

第
1
回

算数科における
教材研究

教材研究（教材分析，教材解釈，
教材開発等）の具体的な方法を理
解する．

事前に配布した教科書教材から，教材のも
つ意味や意義と問題点を考える．

生活素材の教材化と構想教材の必
要性等について考え，第 6 回目以
降の教材を考える．

第
2
回

算数科における
指導計画と評価

各学年の指導計画と 4 領域におけ
る系統を理解し，第 6 回目以降の
単元の指導計画と評価計画をたて
る．

年間指導計画と単元の指導計画例に基づき，
指導計画を考えるとともに観点別評価基準
を作成する．

第 6 回目以降の授業に関する単元
の指導計画，観点別評価規準を完
成させる．

第
3
回

教 材・ 教 具 と
ICT の活用

第 12 回目以降の授業における有効
的な教材・教具と ICT の活用を検
討する．

『小学校学習指導要領 算数編』及び『ICT
活用指導ハンドブック』の関連箇所を熟読
し，ノートにまとめる．

第 12 回目以降の授業において用い
る教材・教具と ICT の活用を具体
化させ，計画をたてる．

第
4
回

学習指導案作成
のポイント

学習指導案の形式と内容，教材観・
児童観・指導観等について理解す
る．指導の個別化，完全習得学習
を目指した形成的評価に基づく指
導 ･ 支援についても理解する．

前時に配布した学習指導案（形式と内容）
をもとに，そこに書いてあることを読み取
り，それぞれの項目に書くべき内容を押さ
える．

授業中に示した事例を参考に，学
習指導案の枠組みに必要事項を記
入し，第 6 回の第 1 学年「くりさ
がりのあるひき算」の学習指導案
を作成する．

第
5
回

算数用具の使用
法

算数用具（定規 ･ 分度器 ･ コンパ
ス等）の正しい使用法について理
解し，指導できるようにする．

前時に配付した「算数用具の使用法」に関
する資料を読み，ノートに整理する

算数用具を使用して課題を解決す
る．（例：コンパスと定規だけを使
用し，正六角形や点対称の図形をか
く．）

第
6
回

学 習 指 導 案
（｢ 数と計算 ｣ 領
域）の作成

第 1 学年 「くりさがりのあるひき
算」の学習指導案を作成する．第 5
回時に提出した学習指導案（添削
済み）をもとに，加筆訂正を行う．

第 1 学年 「くりさがりのあるひき算」の学
習指導案の素案を作成する．本時は第 1 時

（導入場面）とする．（第 5 回時に提出）

第 1 学年「くりさがりのあるひき算」
学習指導案を完成させる．（パソコ
ンを用いて）（第 7 回時に提出）

第
7
回

学 習 指 導 案
（｢ 数と計算 ｣ 領
域）の作成

第 3 学年「分数」の学習指導案を
作成する第 6 回時に提出した学習
指導案（添削済み）をもとに，加
筆訂正を行う．

第 3 学年「分数」の本単元の学習指導案の
素案を作成する．本時は「分数」という用
語の意味を知るところまで第 1 ～ 2 時とす
る．（第 6 回時に提出）

第 3 学年「分数」の学習指導案を
完成させる．（パソコンを用いて）

（第 8 回時に提出）

第
8
回

学 習 指 導 案
（｢ 量と測定 ｣ 領
域）の作成

※中間評価

第 5 学年 「三角形，四角形の面積」
の学習指導案を作成する．第 7 回時
に提出した学習指導案（添削済み）
をもとに，加筆訂正を行う．

【例】平行四辺形と三角形のどちら
の求積公式を先に学習するかを考
え，後に学習する方の展開を考え，
学習指導案を作成する．

第 5 学年 「三角形，四角形の面積」の学習
指導案の素案を作成する．本時は導入場面
で求積公式を導き出すところまでの展開を
考えるため，第 1，2 時の 90 分の案をたてる．
ただし，平行四辺形と三角形のどちらの求
積公式を先に学習するかを考え，先に学習
する方の展開を考える．（第 7 回時に提出）

第 5 学年 「三角形，四角形の面積」
学習指導案を完成させる．（パソコ
ンを用いて）（第 9 回時に提出）

第
9
回

学 習 指 導 案
（｢ 図形 ｣ 領域）
の作成

第 2 学年「三角形と四角形」の学
習指導案を作成する．第 8 回時に
提出した学習指導案をもとに，加
筆訂正を行う．

第 2 学年 「三角形と四角形」の学習指導案
の素案を作成する．本時は第 1 時（導入場面）
とする．三角形（四角形）の定義から，「○本」

「直線」「囲まれている」という言葉を大切
にした教材を工夫すること．（第 8 回時に提
出）

第 2 学年 「三角形と四角形」の学習
指導案を完成させる．（パソコンを
用いて）（第 10 回時に提出）

第
10
回

学 習 指 導 案
（｢ 数量関係 ｣ 領
域）の作成

第 6 学年「比」の学習
指導案を作成する．第 9 回時に提
出した学習指導案をもとに，加筆
訂正を行う．

第 6 学年「比」の学習指導案の素案を作成
する．本時は第 1 時（導入場面）とする．
液量（ドレッシング，ハンバーグソース，
ミルクコーヒー等）と図形（相似形）のど
ちらを教材にするか考える．（第 9 回時に提
出）

第 6 学年「比」学習指導案を完成
させる．（パソコンを用いて）（第
11 回時に提出）

第
11
回

授業で用いる教
具（学習具）と
ワークシートの
作成

第 12 回以降に行う授業の教具 ( 学
習具）とワークシートを作成する．

児童の実態と教材に適合した教具 ( 学習具 )
を考えるとともにワークシートを作成する．

（第 10 回時に提出）

第 12 回目以降の 4 つの単元のうち
一つの教材・教具とワークシート
の概要を作成する．（第 12 回時に
提出）

第
12
回

学習指導案に基
づく授業実践と
振り返り

（「数と計算」領域）

第 1 学年 「くりさがりのあるひき
算」の模擬授業に基づき，授業分
析を行う．（15 分× 3）

第 1 学年 「くりさがりのあるひき算」の学
習指導細案（発問，板書の計画）をたてる．
本時案（配布用）とワークシートと教具（掲
示物等）を作成する．（第 11 回時に提出）

授業を振り返り，各自が書いた授
業評価チェックシートを参考にし
て，授業評価を行う．（第 13 回時
に提出）

第
13
回

学習指導案に基
づく授業実践と
振り返り

（「量と測定領域）」

第 5 学年 「三角形，四角形の面積」
の模擬授業に基づき，授業分析を
行う．（15 分× 3）

第 5 学年 「三角形，四角形の面積の学習指
導細案（発問，板書の計画）をたてる．本
時案（配布用）とワークシートと教具（掲
示物等）を作成する．（第 12 回時に提出）

授業を振り返り，各自が書いた授
業評価チェックシートを参考にし
て，授業評価を行う．（第 14 回時
に提出）

第
14
回

学習指導案に基
づく授業実践と
振り返り

（「図形」領域）

第 2 学年「 三角形と四角形」の模
擬授業に基づき，授業分析を行う．

（15 分× 3）

第 2 学年「 三角形と四角形」の学習指導細
案（発問，板書の計画）をたてる．本時案

（配布用）とワークシートと教具（掲示物等）
を作成する．（第 13 回時に提出）

授業を振り返り，各自が書いた授
業評価チェックシートを参考にし
て，授業評価を行う．（第 15 回時
に提出）

第
15
回

学習指導案に基
づく授業実践と
振り返り

（「数量関係」領域）

第 6 学年 「比」の模擬授業に基づき，
授業分析を行う．（15 分× 3）

第 6 学年 「比」の学習指導細案（発問，板
書の計画）をたてる．本時案（配布用）とワー
クシートと教具（掲示物等）を作成する．（第
14 回時に提出）

授業を振り返り，各自が書いた授
業評価チェックシートを参考にし
て，授業評価を行う．（定期試験時
に提出）

Table 1　15回分の具体的な授業計画（授業内容と事前・事後の学習課題）
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ことを習得したことを感想として述べている．

　⑵　授業

　　�　授業では各自が作成してきた学習指導案をグ

ループ（4 名）で検討させた．交換して読みあっ

たり，目標，計画，趣旨，展開等それぞれに関して，

1 項目ずつ検討したりするなどしていた．ある程

度意見交換ができた時点で，資料提示装置を用

いて何名かの学習指導案を発表させ，全体で意

見交換を行わせた．その後，筆者の方から，発

表者の学習指導案をもとに，内容と形式につい

て詳細に指導した．指導したのは次のような点

であった．

　　①　単元名

　　②　4 つの観点に分けた単元全体の目標設定

　　③�　教材観，児童観，指導観のそれぞれについ

て書くべき内容

　　④�　単元全体の内容の配列と時間数の設定（指

導計画）

　　⑤�　小単元毎の関心・意欲・態度，数学的な考

え方，技能，知識・理解の 4 つの観点別評価

の規準設定（評価計画）

　　⑥�　本時の目標設定，展開に書くべき内容　特

に本時の展開については，

　　　　①�　学習活動の流れが，導入⇒展開⇒まと

め，として成り立っているか．

　　　　②�　子どもの学習活動と教師の指導支援が

具体的な動きとして見とることができるか．

　　　　③�　全体と個に対して，適切な指導，支援

を行っているか．特に，個に応じたきめ

細かな指導を行うために，形成的評価に

基づく対応が考えられているか．

　　　　④�　設定した課題に対して，目標が適切に

達成されるようにまとめられているか．

　　�　以上の内容についての指導は，既に自らが学

びの時間をとって案を作成してきているので，

理解が容易であった．ブレンド型反転授業のよ

さであると考えられる．

　⑶　事後

　　�　授業後学習として，事前に作成した学習指導

案の加筆修正ととともに，その指導案に基づく

模擬授業の計画を立てさせた．模擬授業の準備

として次の活動を行わせた．

　　①　本時の授業細案を立てる．

　　②�　発問，形成的評価とそれに基づく個別指導，

板書等の計画を立てる．

　　③�　ワークシート，掲示物，教具・学習具を作

成する．

２－３　模擬授業

�　学習指導案の修正後，模擬授業を行う学生を募っ

たところ，グループや個人で希望する学生が多くあっ

たが，学習指導案の内容や模擬授業の計画に基づき，

授業者を決定した．模擬授業を受ける学生は，子ど

もになりきり，授業を行う学生は，指導者になりき

ることを約束し，授業を実施した．

�　授業のはじめに，第 2 および第 3 著者がその単元

に関して次のような内容を指導していた．

①　学習指導要領に明記されている目標や内容

②�　『小学校学習指導要領解説　算数編』に書かれて

いること

③　算数的活動

④　系統（前後関係）

�　模擬授業では，以下のようなさまざまな工夫が見

られた．

①　教材（学習材），教具（学習具）の開発

②�　電子黒板を活用し，動的に変化して説明する教

材の開発

③　主発問と補助発問の使い分け

④　間の取り方

⑤　個別指導での的確な支援

⑥�　授業を受ける学生も子どもになりきり，授業に

のめりこむ姿が見られた．

３　結果と方法

反転授業は，事前に Web 等を通して発信された情報

（課題等）に基づいて学生が自ら調査，研究，学習等の

授業準備を行うことから始まる．本研究は，基本的には

それに準じるが，Web を通さないで，前週の授業で課

題を出し，学生が自宅で授業前学習を行うものであった．

その意味から「ブレンド型反転授業」あるいは「アナロ

グの情報反転授業」とよぶことができる．ブレンド型，

アナログ的反転授業は，情報機器の操作が苦手な教員や

学生も，また機器が未整備であっても十分に行うことの

できる学習方式である．

個々の学生が事前の学習を十分に行っていることに

より，授業においては，学生間においても教員との間に

おいても意見交換，情報交流，個別指導を十分に行うこ
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とができ，アクティブ，インタラクティブな授業を可能

にするものであった．さらに，そこでの学びを授業後の

自主的な学習へと連続，発展させていくことができるも

のであることを確認できた．したがって，本研究の目的

である次のことはほぼ達成できた．

①�　教師として自立し，自ら考える児童の育成を目指し

指導の模範となる．

②�　授業と自宅学習の連続化により学習時間を確保す

る．

③�　学習課題を自ら見出して学習する自己調整能力を育

成する．

そして，学生の授業後の感想から，事前・事後学習

をセットとして授業設計する方法の効果を検証するとい

う具体的な研究目的も達成できたものと考えられる．

しかし，本授業が「真の反転授業であるか」と問わ

れた際「そうである」と断言するためには，まだいくつ

かの課題が残されている．たとえば，本研究における実

践をもとに，Web で発信できる算数科指導法の教材を

開発し，それを用いて反転授業の効果を検討することな

ども必要となろう．加えて，実際に反転授業を行おうと

すると，授業実践を行う教員に大きな負担がかかること

となる．計画の策定，教材準備，学生の作成したものの

点検，個に応じたきめ細かな指導等々，かなりの労力と

時間が求められる．それが教員の仕事であると言われれ

ばそれまでだが，反転授業の先進国では，教材開発は別

の機関が行い，それを教員が用いて反転授業を行うとい

うのが一般的である．一つ一つの実践と記録，教材開発

の蓄積が，今我々に求められる課題であろう．

第 2 および第 3 著者が行ったブレンド型，アナログ

的反転授業の成果は，学生からみても指導者である教員

からみても客観的なものではなく，主観的な評価に過ぎ

ない．反転授業と従来型の学習の成果の違いについては，

実験群と統制群に分けて反転授業を実施するといった実

践的，調査的な研究により検証される必要があろう．

研　究　2

理科指導法におけるブレンド型反転授業が大学生の学び

に及ぼす影響

１　研究目的

本研究の目的は，関西福祉大学発達教育学部におい

て，教員養成の専門必修科目「理科」及び「理科指導法」（通

年・2 単位）におけるブレンド型反転学習の教育的成果

と課題を整理するものである．

文科省の統計によると，平成 26 年度の大学・短大進

学率は 56.7％，大学・短大の収容力（志願者数に対する

入学受入れ規模の割合）は 93％で，日本の大学は，志

願者のほとんどが入学し得るユニバーサル段階に達して

いる．その結果，入試を通じた質保証の機能は大きく低

下しており，理科の 4 領域の学習経験は，物理及び地学

0％，化学 12.5%，生物 25%，理科総合 62% であり，そ

の学習方法は教科書中心の覚える方法が大半である．こ

のような学生を教員として養成し，自律的に学ぶ児童を

育成させるためには，自身が実感を伴って学ぶ反転学習

の経験が必要である．

反転授業とは，授業と宿題の役割を「反転」させ，

授業時間外にデジタル教材等により知識習得を済ませ，

教室では知識確認や問題解決学習を行う授業形態のこと

を指す． タブレット端末やデジタル教材，インターネッ

ト環境など情報通信技術（ICT）を活用した反転授業の

教育実践が初中等・高等教育で広がっている（ICT に

よる教育改革の進展，科学技術振興機構，2014）．

本研究では，2000 年代後半から米国で展開され始め

たブレンド型反転授業を取り入れ，事前学習を行った後，

事前学習した内容をもとに話しあい，事後学習において

考察する形態で行った．すなわち，本研究ではブレンド

型反転学習を「事前にグループや個人で調べ学習を行い，

知識の定着や応用力の育成に必要な能力を獲得し，授業

中に話し合いを行って新しい課題を見いだし，事後に自

律学習で自己の学びを深める教育方法」と規定した．

本学は，地域密着・個に応じたきめ細かな指導を標

榜している教員養成大学である．学生が教員養成の課程

において，この授業形態を自ら体験して学ぶことは，将

来教師として自立し，自ら考える児童の育成を目指す指

導の模範となるものと考えられる．そこで，授業と自律

学習の連続化による学習時間の確保と学習課題を自ら見

つけ出して自ら学ぶ自己調整能力の高い人材育成を目的

とし， ブレンド型授業の研究と実践を推進する．

２　研究の学術的背景

これまでの学習では，学習内容の説明に授業時間の

大半を使うため，個別指導や協調学習など教員や学習者

同士の相互作用的な活動に十分時間を確保できなかっ

たという課題があった．本研究では事前，事後学習を

セットとして授業設計する方法の効果を検証した．「反
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転」の概念は 2000 年前後から主張されはじめた．例え

ば，Baker（2000）は大学講義の資料閲覧や学生同士で

質問・議論ができる掲示板，確認テストをオンラインで

授業前に行い，授業中にオンラインで学んだ知識の確認

や拡張，応用のためのアクティブ・ラーニングを行う

「Classroom Flip」を提言した．また，Lage ら（2000）

も授業前に録画した講義を視聴させるなど類似した授業

形態を「Inverted Classroom」として規定している．

本研究では，これらの先行実践・研究を地域密着・

個に応じたきめ細かな対応を特徴とする本校に適合する

よう編成し直し，関西福祉大学型ブレンド型反転授業を

創造した．ブレンド型反転学習は，講義視聴や基本演習

をオンライン（授業前）で行い ，個別指導や応用演習

を対面（授業中） の順で行うブレンド型学習のパターン

として捉えることができる．一方で，「説明（講義）→

課題（演習）」という 活動の順序を「課題→説明」に変

えることで学習効果が上がるという報告もなされており

（Schneider et al, 2013），ブレンド型学習をはじめとす

る学術的な知見を活用することで，より効果的な反転学

習のデザインや新しいブレンド型学習モデルの可能性を

期待した．

ブレンド型反転授業を行うことにより，新しいテク

ノロジーの出現・普及が促進され，人がどのように学習

するのかの情報を得ることができるようになると考えら

れる．この情報は知識を生み出す源泉になり，学習者は，

学習内容にもっと関与的になり，自律的に学ぶようにな

ると考えられる．アナログの情報反転学習，VTR 視聴

や ICT 活用による学習など，先端的にメディアを用い

た学習を展開する．人はなぜ学ばなくてはいけないのか，

学習を日々の生活にどう役立てることができるかなど学

習の本質を学習者に理解させることができると考えられ

る．

３　理科授業におけるブレンド型反転学習

ブレンド型反転授業のシラバスは以下の通りである

（Table2）．対象者は教員志望の大学 2 年生，男子 23 名，

女子 16 名 , 計 39 名を対象に実施した．全員理科教育内

容論は履修済みで，マトリクスについては理解している．

４　研究の方法

作成された学習指導案を収集して学生の授業におけ

る学習プロセスイメージに及ぼす影響について検討する

ため，以下の 5 点について，8 回の検証を評価しその割

合の比較を行った．①動機付け：単元が学習者にとって

解決したい課題を包含しているか（単元構成が児童の思

考の流れに沿っているか），②方向付け：新しい知識の

助けを借りて予備的なモデル（単元計画）を作成できた

か，③内化：習得した知識を実際に活用して予備的なモ

デル（評価マトリクス学習者の反応を多様に想定）を作

成できているか．（④外化：獲得した知識を実際に活用

するため評価ツールを活用し（マトリクスを用いて本時

の学習指導案が作成できる）学習をイメージできている

か，⑤批評：自分の獲得した学習モデル（学習指導案）

の妥当性と有効性を批判的に評価できるか．

No テーマ 内容 学習課題（授業前学習） 学習課題（授業後学習）

第
1
回

理 科 指 導
法 の 学 び
方 ガ イ ダ
ンス

理科学習の意義と目的について理
解し，現在の日本科学教育の課題
を把握する

1 年後期に受講した理科授業の復
習を行う

新学習指導要領と現行学習指導要領の変化を新旧対
照表にまとめる

第
2
回

理 科 模 擬
授 業 絵 の
準備

調べてきたことを基に新学習指導
要領への変更点を理解し，模擬授
業の学年，単元を決定する

新学習指導要領と現行学習指導
要領の変化を新旧対照表にまと
める

（班）自班の取り組む単元の学習過程，マトリクス，
本次案を作成する．

（個）本時の学習で学んだこと，考えたことを A41
枚にまとめる．

第
3
回

理 科 に お
け る 問 題
解 決 の 授
業 の 授 業
作り

新学指導要領で改訂された点の学
習指導について，各班が作成した
学習指導案を発表し合う中で理解
し，模擬業への見通しを持つ

（班）自班の取り組む単元の学習
過程，マトリクス，本次案を作
成し提出する．

（個）本時の学習で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚にまとめ提
出する．

模擬授業実施班は，本時の模擬授業の反省をもとに
学習指導案を修正する．実施班以外の個）実施班以
外の人は提出された学習指導案の課題を見いだし，
修正案を作成する．次回模擬授業実施班は，担当単
元の学習指導案を作成する

第
4
回

模 擬 授 業
（4 年 金 属
の 温 ま り
方）

新学指導要領で改訂された点の学
習指導について，4 年生の「金属
の温まり方」の学習指導案をもと
に主に単元計画の妥当性について
ディスカッションする．

模擬授業実施班は，本時の模擬
授業の反省をもとに学習指導案
を修正する．実施班以外の人は
提出された学習指導案の課題を
見いだし，修正案を作成し提出
する．

模擬授業実施班は，本時の模擬授業の反省をもとに
学習指導案を修正する．実施班以外は提出された学
習指導案の課題を見いだし，修正案を作成する．次
回模擬授業実施班は，担当単元の学習指導案を作成
する

Table２　理科指導法シラバス
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第
5
回

模 擬 授 業
（3 年 年 光
と音）

新学指導要領で改訂された点の学習
指導について，3 年生の「光と音」
の学習指導案をもとに主に理科授業
における児童の言語活動を取り入れ
た学習指導のあり方についてディス
カッションする

（班）自班の取り組む単元の学習
過程，マトリクス，本次案を作
成し提出する．

（個）本時の学習で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚にまとめ提
出する．

模擬授業実施班は，本時の模擬授業の反省をもとに
学習指導案を修正する．実施班以外の個）実施班以
外は提出された学習指導案の課題を見いだし，修正
案を作成する．次回模擬授業実施班は，担当単元の
学習指導案を作成する

第
6
回

模 擬 授 業
（5 年電流）

新学指導要領で改訂された点の学
習指導について，3 年生の「光と音」
の学習指導案をもとに主に規則性
を見つける実験のポイントについ
て各学年の事例を持ち寄り，ディ
スカッションする．

（班）自班の取り組む単元の学習
過程，マトリクス，本次案を作
成し提出する．

（個）本時の学習で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚にまとめ提
出する．

模擬授業実施班の人は，本時の模擬授業の反省をも
とに学習指導案を修正する．実施班以外の個）実施
班以外の人は提出された学習指導案の課題を見いだ
し，修正案を作成する．次回模擬授業実施班は，担
当単元の学習指導案を作成する

第
7
回

模 擬 授 業
（6 年てこ）

新学指導要領で改訂された点の学
習指導について，6 年生の「てこの
しくみとはたらき」の学習指導案
をもとに主に問題解決学習におけ
る推論についてディスカッション
する

（班）自班の取り組む単元の学習
過程，マトリクス，本次案を作
成し提出する．

（個）本時の学習で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚にまとめ提
出する．

模擬授業実施班は，本時の模擬授業の反省をもとに
学習指導案を修正する．実施班以外の個）実施班以
外の人は提出された学習指導案の課題を見いだし，
修正案を作成する．次回模擬授業実施班は，担当単
元の学習指導案を作成する

第
8
回

模 擬 授 業
（3 年電気）

新学指導要領で改訂された点の学
習指導について，3 年生の「電気」
の学習指導案をもとに主に授業設
計・評価マトリクスを作成し，授
業改善についてディスカッション
を行う．

（班）自班の取り組む単元の学習
過程，マトリクス，本次案を作
成し提出する．

（個）本時の学習で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚にまとめ提
出する．

模擬授業実施班は，本時の模擬授業の反省をもとに
学習指導案を修正する．実施班以外の個）実施班以
外は提出された学習指導案の課題を見いだし，修正
案を作成する．次回模擬授業実施班は，担当単元の
学習指導案を作成する

第
9
回

模 擬 授 業
（4 年電流）

新学指導要領で改訂された点の学
習指導について，4 年生の「電流」
の学習指導案をもとに関係付けの
能力育成のための授業改善につい
てディスカッションを行う．

（班）自班の取り組む単元の学習
過程，マトリクス，本次案を作
成し提出する．

（個）本時の学習で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚にまとめ提
出する．

模擬授業実施班は，本時の模擬授業の反省をもとに
学習指導案を修正する．実施班以外の個）実施班以
外は提出された学習指導案の課題を見いだし，修正
案を作成する．次回模擬授業実施班は，担当単元の
学習指導案を作成する

第
10
回

模 擬 授 業
（3 年重さ）

新学指導要領で改訂された点の学習
指導について，3 年生の「重さ」の
学習指導案をもとに主に教材開発に
ついてディスカッションを行う．12
回以降の模擬授業担当者と単元につ
いて話し合う

（班）自班の取り組む単元の学習
過程，マトリクス，本次案を作
成し提出する．

（個）本時の学習で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚にまとめ提
出する．

自作のマトリクスとの共通点，差異点を明らかにし，
学習指導案を評価し，学習指導案を改善し提出する．

第
11
回

模 擬 授 業
（3 年 風 と
ゴ ム の 働
き）

新学指導要領で改訂された点の学
習指導について，3 年生の「風とゴ
ム」の学習指導案をもとに主に生
活化との関連についてディスカッ
ションを行う．

（班）自班の取り組む単元の学習
過程，マトリクス，本次案を作
成し提出する．

（個）本時の学習で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚にまとめ提
出する．

模擬授業実施班は，本時の模擬授業の反省をもとに
学習指導案を修正する．実施班以外の個）実施班以
外は提出された学習指導案の課題を見いだし，修正
案を作成する．次回模擬授業実施班は，担当単元の
学習指導案を作成する

第
12
回

模 擬 授 業
（4 年 金 属
の 温 ま り
方）

新学指導要領で改訂された点の学
習指導について，〇年生の□の学
習指導案をもとにディスカッショ
ンを行う

（班）自班の取り組む単元の学習
過程，マトリクス，本次案を作
成し提出する．

（個）本時の学習で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚にまとめ提
出する．

模擬授業実施班の人は，本時の模擬授業の反省をも
とに学習指導案を修正する．実施班以外の個）実施
班以外の人は提出された学習指導案の課題を見いだ
し，修正案を作成する．次回模擬授業実施班は，担
当単元の学習指導案を作成する

第
13
回

模擬授業

新学指導要領で改訂された点の学
習指導について，〇年生の□の学
習指導案をもとにディスカッショ
ンを行う

（班）自班の取り組む単元の学習
過程，マトリクス，本次案を作
成し提出する．

（個）本時の学習で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚にまとめ提
出する．

模擬授業実施班の人は，本時の模擬授業の反省をも
とに学習指導案を修正する．実施班以外の個）実施
班以外の人は提出された学習指導案の課題を見いだ
し，修正案を作成する．次回模擬授業実施班は，担
当単元の学習指導案を作成する

第
14
回

模擬授業

新学指導要領で改訂された点の学
習指導について，〇年生□の学習
指導案をもとにディスカッション
を行う

（班）自班の取り組む単元の学習
過程，マトリクス，本次案を作
成し提出する．

（個）本時の学習で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚にまとめ提
出する．

模擬授業実施班の人は，本時の模擬授業の反省をも
とに学習指導案を修正する．実施班以外の個）実施
班以外の人は提出された学習指導案の課題を見いだ
し，修正案を作成する．次回模擬授業実施班は，担
当単元の学習指導案を作成する

第
15
回

模擬授業

新学指導要領で改訂された点の学
習指導について，〇年生の□の学
習指導案をもとにディスカッショ
ンを行う．理科指導法で学んだこ
と，新たな課題についてディスカッ
ションを行う．

（班）自班の取り組む単元の学習
過程，マトリクス，本次案を作
成し提出する．

（個）理科指導法で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚以上にま
とめ提出する．

模擬授業実施班の人は，本時の模擬授業の反省をも
とに学習指導案を修正する．実施班以外の個）実施
班以外の人は提出された学習指導案の課題を見いだ
し，修正案を作成する．理科指導法で学んだこと，
考えたことを A4 1 枚以上にまとめ提出する．
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本研究では，②方向付け：新しい知識の助けを借り

て予備的なモデル（単元計画）を作成できたか，を効果

測定項目とした．

教師は，自律的学習の成果を以下の 2 点で評価した．

協同的な学びの評価は，班ごとに作成する単元の目標，

単元の指導計画と各時間の活動及び目標，本時の目標，

本時の授業設計，評価マトリクスの 5 点とした．個人の

学習成果は，授業後の振り返りと考察とし，新たな課題

の発見が見られたかの 2 点とした．

５　結　果

ブレンド型反転授業の効果測定は，学生の単元構成

時間の変容により行った．

教員志望学生は，観察実習などから 1 単位時間の授

業イメージは持ってはいるが，この 1 時限がどのような

単元構成の上，単元全体の構成イメージは持っていない．

そこで，理科の学習内容および，育成すべき資質能力を

把握し，単元を何時間で構成するのか，単元の目標を達

成するための実験や観察をどの時間に行うのがよいか，

事前指導はどの程度行うのかといった，単元構成を通じ

た授業イメージの変容を分析した．その結果，単元構成

に必要な導入の工夫，実験や観察の準備と実施，ワーク

シートに書かせる内容，単元による重みづけを行う箇所

についての変容が見られ，教員志望学生の授業イメージ

が高まることが明らかになった．単元の時間構成は，教

科の内容を伝達するイメージから，学習者の学びを想定

した構成に変化させたことによって時間構成は緻密にな

り，構成時間数が増加した（Figure 1）．

６　考　察

自律的で探究的な学びをする児童を育成するために

は，学習者中心の学習指導（Soloway et al. 1994）を行

う必要があり，そのためには，波多野（2000）が言うよ

うに，学習指導案を従来型から学習者中心型に変容さ

せ，それを可視化して学習指導案を書いたことがないよ

うな教員志望学生にも容易に書くことが出来るようにす

る手立てが必要である．そのような教師の適応的熟達化

を支援するツールとして開発された「授業設計・評価マ

トリクス」は，児童の反応を想定し授業設計を行い，指

導と評価を同時に行うことができるツールであることが

実証された（金沢 2014）．このツールを用いて教員志望

学生に理科学習指導案を作成させ，Engeström,Y（1999）

がいう，①動機付け：単元が学習者にとって解決したい

課題を包含しているか（単元構成が児童の思考の流れに

沿っているか），②方向付け：新しい知識の助けを借り

て予備的なモデル（単元計画）を作成できたか，③内化：

習得した知識を実際に活用して予備的なモデル（評価マ

トリクス学習者の反応を多様に想定）を作成できている

か．（④外化：獲得した知識を実際に活用するため評価

ツールを活用し（マトリクスを用いて本時の学習指導案

が作成できる）学習をイメージできているか，⑤批評：

自分の獲得した学習モデル（学習指導案）の妥当性と有

効性を批判的に評価できるかについて検討した．本研究

では，②方向付け：新しい知識の助けを借りて予備的な

モデル（単元計画）を作成できたか，を効果測定項目と

した．

授業後の学生のブレンド型反転学習への自己評価と

質的分析によると，調べたいテーマを設定する力，資料

を探す力，文献を読んでまとめる力，説明する力，資料

Figure 1　学生の単元構成時間の変容
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ブレンド型反転授業が大学生の学びに及ぼす影響

やポスターを作る力，資料をもとに考察を考える力など

においては，ある程度以上の力がついたと自己評価する

学生は 60％以上（重複回答あり）であった．一方，話を

組み立てて伝える・批判的思考・質問への対応といった

点については個人差が大きく，グループで活動する喜び

や難しさ（29.4％），発表の仕方（20.7％），プレゼンテー

ションの作り方の工夫（15.7%）, 考えをまとめること

の難しさ（18.4%），協力する力，（17.6％），調べる方法

（16.2％）．主体性（10.3％）に課題があったと述べている．

本研究では単元設計段階における定型的熟達者へと

向上した効果は見られたものの，実際の授業場面で，こ

の変化を捉えることはできていない．そこで，今後は，

模擬授業を取り上げ，授業設計・評価マトリクスを導入

することにより教員志望学生の授業熟達がどのようにな

されるのかを縦断的に検討したい．

研　究　3

「心理測定法」におけるインタラクティブな授業設計の

効果に関する検討

1　問題と目的

発達教育学部に在籍する学生の中には，心理学につ

いての体系的な理解を得たり，認定心理士の資格取得を

希望する者も少なからず存在する．そうした学問的志向

をもった学生には，心理学における基礎的な方法論を用

いるときに必要となる心理統計についての知識とその実

行スキルを獲得することが求められる．しかしながら，

本学部の学生の中には，心理統計を学ぶための必要最小

限の数学的知識をこれまでに十分に獲得できていない者

も見受けられるのが現状である．こうした背景の中，心

理統計の授業である「心理測定法」におけるこれまでの

教授法（「講義」・「演習」と 2 コマ展開しているうちの「講

義」におけるものを指す）は，数学的知識を十分に獲得

していない受講者にとって理解が困難となる側面もあっ

たものと考えられる．

そこで，2016 年度開講の「心理測定法」の「講義」

においては，授業者が一方向的に教授するだけではなく，

受講者自身が主体的に授業に参加できるような場面を設

け，データ収集からデータ分析までの意味や目的を受講

者が自身の体験を通して理解できるような工夫を取り入

れた教授を試みた．そうした試みを通し，本研究ではイ

ンタラクティブな授業設計の効果を検証することを目的

とする．

2　方　法

2016 年度の「心理測定法」の受講者 18 名を対象とし

て，インタラクティブな授業設計の効果を検討した．「散

布図」，「相関」，「相関係数」および「データに対応のあ

る平均値の差の検定」を教授する際には「パーソナルス

ペース」（板山，2016）の実験テーマに基づいた実験を，

「独立性の検定」を教授する際には「4 枚カード問題」（丹

野，2016）の実験テーマに基づいた実験をそれぞれ実施

した．実験の際には，受講者自身が実験者および実験参

加者の両方の役割を体験しながらデータ収集を行った．

そして，収集されたデータを分析する際にどのような手

法を用いるとデータの解釈が容易になるのだろうか，と

いう示唆を与えつつ，データ収集からデータ分析までの

意味や目的を体験的に学習することができるよう工夫を

凝らした．

3　結　果

上記のような試みの結果，学期末に受講者が提出す

る「学生による授業評価調査」を確認すると，「どの程

度出席しましたか」の1項目を除いた計31項目において，

「強くそう思う」と回答した受講者の割合が 2015 年度を

大きく上回っていたことが分かった．「授業は満足でき，

受講してよかったと思いますか．」の項目につき，2015

年度の結果（n =19）を Figure 2，2016 年度の結果（n 

=17）を Figure 3 として示した．また，自由記述におい

ても「受講して良かったと思える」など肯定的なコメン

トが複数みられた．ただし，自由記述における肯定的コ

メントの割合は，2015 年度のものと同等であった．

このように本研究では，インタラクティブな授業設

計の効果を確認することができた．

4　考　察

本研究では，授業者が一方向的に教授することに加

え，学習の意義や目的を受講者が体験的に理解できるよ

うな工夫を取り入れた教授を行うことで，受講者の当該

授業に参加することへの意味づけや「理解できた」とい

う認知を強めることにつながることが示唆された．この

ことから，本研究では，インタラクティブな授業設計

の効果が検証されたと考えることができよう．ただし，

「学生による授業評価調査」から示唆されたことは，あ

くまで上に述べたような受講者の当該授業に対する意味
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づけや動機づけに関してであり，実際に学習効果がどの

程度上昇したかについては未検討であった．また，2015

年度との比較においても，回答の具体的な度数が不明で

あったため，推測統計を用いた正確な比較検討が実施で

きたわけではなかった．また，当該授業の受講者数も両

年度とも 20 名弱であったため，本研究における結果を

一般化するには他の授業でも同様の効果がみられるかを

確認する必要がある．よって，今回示された結果は上記

の点を踏まえて考察する必要があるのと同時に，今後の

課題として検討する余地があるもの考える．
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